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区分 .面積 全体計画区域 :約1,912ha
後期計画区域約880ha
前期計画区域 第 1期 第2期 保全農用区
約432ha A,B及びEゾーン C,D及びEゾーン 約600ha
の一部 の一部
約390ha 約490ha
事 業 費 約700位円 ･Aゾーン
負担区分 基盤整備費約153億円















































義-2 吉備高原都市前期計画事業費の概要 (単位 :億円)
事業区分 事業主体 事 業 内 容 全 体事業費 負 担 区 分県 国 公 団 その他
基盤整備 地域振興整備公団 公団事業費 195 195分譲用地 128 67
関連公共 岡 山 県 鴨滝ダム 33 6 18 9
吉備環状線 ll 7 4
その他(調整池等) 12 5 7
小計 56 6 30 ll 9
(重複無) 45 6 30 9
県 以 外 上水道 35 13 1 21
公共下水道 4 7 14 3
吉備中央公園 12 4 8
その他(町管理公園等) 4 2 8
小計 85 36 25 24
(重複無) 60 36 24
合計 (重複無し) 105 6 66 33
基幹施設 岡 山 県 業務商業ビル 39 39
吉備の里 16 12 3 1
吉備学園高校 46 46
サイエンス館 15 13 2
21世紀の森体験学習農園 3 2 1
小計 119 112 5 2
県 以 外 国立少年自然の家 23 23
総合リ- 136 54 82
協栄年金ホーム 43 43
林原生物化学研究所 60 60
はるみの丘,吉備松下,吉備NC 9 4 5
小計 271 81 190
合 計 390 1121 86 192







施 設 名 施 設 内 容
総合リ-ビl)チ-シヨンセンター 被災勤労者などの初期治療,医療 リ-ど
(医療リ-ビリ,職業リ-ビリ) リ,職業訓練



















て,ベ ンチ ャービジネスの育成支援 ,共同研究や共同開発の支援 ,研修 ,情





区 域 施 設 名 面構(ha) 概 要
Aゾーン 岡山県生物科学総合研究所 20.4 バイオテクノロジ-を利用して新品種開発を進める施設(1996年10月に業務 開始)
総合教育研修施設用地 14.6 1995年度に土地取得しているが,施設建設については当面の間,凍結o
東地区217区画住 区 03 8.7 1996年度に取得し,97年10月に住宅供給公社により分譲開
(約 180ha) 姶o
9.1 1997年度に取得し,98年10月に住宅供給公社により分譲開始o
研究産業施設用地 10区画 14.4 1998年度整備完了
自然レクリエーション用地 61.2 1998年度整備完了
道路 .河川 .公園 .線地等 51.6 1998年度整備完了
Bゾーン なだらかな高原地形を生かした自然型 .造成型住宅用地,伝統文化 .
















































































































































㈱吉備松下は,岡山県 (40%) ･加茂川町 ･賀陽町と㈱松下電器産業
表-5 計画人口と現状
区 域 計画人口 (夜間) 現 状
夜 間 人 口 昼 間 人 口
前期区域 5,700人 1,900人 2,ZOO人
後期A.ゾー ン 1,300人
後期Bゾー ン 22,000人 - -
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(西暦19 年 月)あるいは (昭和･平成 年 月)
- 19-
間6t前任地は何処でしょうか｡
( 都 ･道 ･府 ･県) ( 市 ･町 ･村)
間7.転居のきっかけは何でしょうか.0を付けて下さいo(複数回答可)
1.就職 2.結婚 3.転勤 ･転職
4.子供の誕生 5.子供の成長 6.定年 ･退職






































































































地 区 住宅タイプ 配布枚数 回収枚数 回収率
北 部 地 区 一戸建て 153 85 55.6%
集合住宅 52 10 19.2%
南 部 地 区 一戸建て 90 37 .41.1%
A ゾ ー ン 一戸建て 41 26 63.4%
全 住 区 一戸建て 284 136 47.9%
































147の有効回答の内,最も多かったのが ｢会社勤務｣の38.1% (頻度 :56)





































い｡｢1年未満｣の居住世帯が15.6% (頻度 :23),また,｢1年以上 2年未


















0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
巳ヨ1年未満 匿ヨ2年以上3年未満 ∈≡∃5年以上7年末浦
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
E≡ヨ 住宅環境を維持 匿ヨ何ともいえない ⊂:]評価しない
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0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100
Eヨ 活性化している 匿ヨ普通 (まあまあ) ∈言 かなり不満がある
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E≡ヨ 満足している 匿ヨ普通 (まあまあ) 巨∃ かなり不満がある































































































































































































Kibi Plateau City: Planning Process and
Evaluation by Questionnaire to Residents
Ryohei Nakamura
'Kibi Plateau City' had been planned in 1974 and its construction
started in 1981. Construction plan is divided into two intervals. The
former interval of the construction plan was completed in 1993. The latter
interval, however, has been freezing due to the local financial crisis of
Okayama Prefecture.
This paper first reviews planning process of 'Kibi Plateau City' and
picks up current problems by statistical data and articles of newspapers.
Secondly, questionnaire is made up and implemented to residents.
Finally, according to the results of the questionnaire an evaluation of
'Kibi Plateau City' is proposed.
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